
【 大 串 用 水 ( 諏 訪 堰 ) 】

用 水 位 置 図

天明年間以前より市野川に依存し、杭柵によって土俵を積み堰を設け取水が行われてい
た。S9河川改修により現在位置に固定堰を新設、取水を行い、用水路800m流下後、準用河川
横見川に設けられた五反田堰により各圦で用水を配分されている。なお、堰はS56の河川改
修に伴い全面改修され現在に至る。
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